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美容師養成の改善について 

 

 

美容師の養成の在り方については、規制改革推進会議投資等ワーキング・グル

ープの「国家試験（実技試験）」や「養成段階の知識技能の取得」等の議論を踏

まえ、「美容師の養成のあり方に関する検討会」（以下「検討会」という。）を設

け、検討を行ったところです。 

今般、令和４年３月 30日第３回検討会において了承された「美容師養成の

改善に関する当面の方針」に基づき、美容師の養成の改善に関して、別紙の事

項について、美容師養成施設（以下「養成施設」という。）において徹底が図

られるよう改めて周知を行うこととしました。 

貴職におかれましては、その趣旨及び内容を十分ご了知の上、貴管下の養成

施設に対して周知いただきますようよろしくお願いいたします。 
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（別紙） 

美容師養成の改善について 

 

 

１．養成施設における美容実習について 

（１）美容実習全体について 

美容実習については、「美容師養成施設の教科課程の基準の運用について」

（平成 27 年３月 31 日健発第 0331 第 18 号厚生労働省健康局長通知。以下

「健康局長通知」という。）の別添第１の８（１）の実施方針において、「美

容の業務を安全かつ効果的に実施する技術を習得するため、基本的操作を確

実に身に付けさせるとともに、これらの基本的操作を適宜組み合わせて完成

させる技術を習得させること」、「美容所における衛生管理の重要性を認識さ

せ、器具の消毒などの適切な実施方法を身に付けさせること」、「個々の客の

要望に応じた美容技術を確実に提供できるよう総合的な技術の基礎を身に

付けさせること」とされていること等を踏まえ、美容師国家試験の課題に偏

らず、健康局長通知の別添第１の８（２）の各項目の内容を網羅的に教育す

るとともに、就職先のニーズも踏まえた内容となるよう、養成施設において

徹底を図られるようお願いする。 

 

（２）オールウェーブセッティングの意義や将来の活用場面等の教育について 

オールウェーブセッティングについては、検討会において、美容に必要な

技術であり、授業の中でしっかり教えるべきであることが確認されたことを

踏まえ、学生がオールウェーブセッティングを学習する際、単に知識・技術

の習得や実技試験に向けた対応だけでなく、その意義や将来の活用場面など

も含めて教育が行われるよう、養成施設において徹底を図られるようお願い

する。 

 

（３）まつ毛エクステンションの美容実習における実施について 

まつ毛エクステンションについては、美容師法の美容に該当するものであ

り、的確な知識と技術に基づく施術が必要な美容行為である。検討会の中で

示された、「美容師養成のあり方に関する意識調査」（以下「調査」という。）

の結果から、現場ニーズの高さがうかがえる。 

まつ毛エクステンションは、健康局長通知の別添第１において、養成施設

の教科課程における必修課目の美容実習の項目として位置付けられている

が、調査によれば、必修課目の美容実習の項目として教えている養成施設は、

全養成施設の半数程度にとどまっており、安心・安全な施術実施のため、必



 

 

修課目の美容実習でまつ毛エクステンションを含めた基本的な知識・技術を

確実に身に付けさせるよう、養成施設において徹底を図られるようお願いす

る。 

 

（４）美容所における実務実習について 

美容所における実務実習については、検討会での議論や調査の結果によれ

ば、管理美容師を配置する美容所において、一定の美容行為を行わせている

養成施設がある一方、「美容実習で美容行為は禁止されている」との認識等

から、受付業務や店内掃除等、客に触れない範囲の業務を行わせている養成

施設がある状況である。 

美容所における実務実習については、健康局長通知の別添第１の８（３）

カにおいて、「管理美容師を配置する美容所において、当該美容所に従事す

る美容師の適切な指導監督の下、美容行為及びその附随する作業（以下「実

務実習」という。）を行うことが望ましいこと」とされており、健康局長通

知に示す一定の条件の下で美容行為を行うことは可能であることについて、

養成施設において認識いただくようお願いする。 

 

 

２．公益社団法人日本理容美容教育センターとの協力・連携について 

  「美容師養成の改善に関する当面の方針」においては、厚生労働省において、

公益社団法人日本理容美容教育センター（以下「教育センター」という。）を

はじめとする関係者の協力を得ながら、美容師養成の改善に取り組むことと

しているため、必要に応じて、教育センターと協力・連携して対応いただくよ

うお願いする。 

 

 




